
第１３回総合部会 主要意見

日時：H21.9.28（月）14:00 － 17:00

場所：県庁６階第２会議室

【ビジョンの意義等について】

○ビジョンでは基本理念と将来像が重要な部分であり、県民の強い希望が込め

られているという主観的な側面と客観性に基づいた展望という２つの要件が

必要である。

○ビジョンには、県民意見に基づいた県民構想という県内に向けた側面と、そ

れを県外・世界に発信する２つの側面がある。

○ビジョン策定後にめざすべき将来像の実現のため、様々な施策を展開してい

くことから、取り組みの基本方向に加え、方針、方策をどの程度まで記述す

るかを検討する必要がある。

○中間取りまとめを踏まえ、今後、ビジョンのコンテンツを充実させ、スケー

ルアップするための検討が必要である。

○ビジョンの性格から、県民意見を基に将来像を描き、それを実現するために

専門的見地から戦略性を盛り込む必要がある。

○基本理念に、過去の歴史を総括して将来を展望するという趣旨の記述を盛り

込んではどうか。

【表現等について】

○ビジョンは県民に理解してもらうことが前提であり、現時点での中間取りま

とめ案は、難解で重複した表現が多く、わかりにくい。

→ビジョンには戦略性、先見性等を入れ込む必要があるので、意味合いを込め、

取りまとめる。その上で、わかりやすい概要版を作成してはどうか。

○概要版を作成することもいいが、本編と資料編にして、本編自体をわかりや

すく凝縮した形にした方がいいのではないか。

→重要な要素、論理、意味を漏らすことなく、可能な限り圧縮する形でまとめ

ていきたい。

○インパクトがあり、わかりやすく、メッセージ性のあるビジョンであるべき

だ。



【構成について】

○ビジョンにおいて「基本理念」と「めざすべき将来像」はメイン部分であり、

核心部分であるはずだが、そこに至るまでの流れが悪いので、将来像を際立

たせるように整理するべきである。

○めざすべき将来像では、前段部分が長く、現状と課題の記述が薄いなど、ア

ンバランスである。時代潮流や重複部分等を将来像に溶け込ませるという整

理方法もあるのではないか。

【確認事項】

●審議会での意見、総合部会での議論の結果等を踏まえて、正副部会長と事務

局で調整してマスターファイルを作成し、来る 10 月 22 日開催する総合部会

において検討することとする。


